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本書は法政大学イノベーション・マネジメント研究センターおよび同エクステンショ
ン・カレッジの共催によって、2010年 10月から 12月にかけて 3回にわたって実施され
た公開講座「企業家活動でたどる日本の自動車産業史―日本自動車産業の先駆者に学ぶ―」
での講義を編集したものである。監修者で編者の宇田川勝教授は日本自動車産業史研究の
第一人者であるが、近年は『企業家に学ぶ日本経営史』（有斐閣、2011 年）などの編著に
みられるように企業家史研究にも積極的に取り組んでいる。その宇田川教授が、同じく自
動車産業史研究で多くの業績を発表してきた四宮正親教授の協力を得て編集されたのが本
書である。 
本書は序章（宇田川勝・四宮正親）のほか、第 1 部「日本の自動車事業事始」、第 2 部
「自動車産業の創生と企業活動」、第 3 部「自動車産業の発展」の三部構成で、明治・大
正期から昭和戦後期までの日本の自動車産業史が、企業家活動を通じて製造部門だけでな
く販売や流通の分野にも目を配りつつ興味深く描かれている。なお、序章では日本の自動
車産業史が概観されているが、それは企業家活動を通じて日本の自動車産業史を論じると
いう本書の試みが、「自動車産業の歴史的な発展に関わる全体像をつかみにくいといううら
みがある」と編者が考えたからである。それでは以下、各部ごとに内容を簡単に紹介して
若干の論評を試みることで、書評の責めをはたすことにしたい。 
第 1部では、日本の自動車工業胎動期に自動車の販売と製造に先駆的な試みを行った企
業家が取り上げられ、第 1 章「日本における自動車販売の胎動」（芦田尚道）では有力デ
ィーラーとして一時代を築いた梁瀬長太郎と柳田諒三の企業家活動が扱われている。三井
物産機械部で自動車販売を手掛けていた梁瀬は 1915 年に梁瀬商会を開業し、三井物産が
輸入する自動車の販売代理店となるとともに、ビュイックを中心に GM車を販売してきた
が、関東大震災後に設立された日本 GM は梁瀬抜きのディーラー網で販売を開始した。梁
瀬商会と GMの関係は悪化し、同商会はスチュードベーカー、オペル、オースチンなどの
欧州車を取り扱うようになったが 1931 年には復縁し、GM への信頼をゆるぎないものと
した。一方柳田は 1913 年にエンパイヤ自動車商会を開業して自動車販売を試み、関東大
震災後には日本フォードの自動車販売をてがけ「日本のフォード王」と呼ばれるまでにな
った。梁瀬と柳田は「自動車販売の先駆者」であるが、販売以外にも運転手の養成、バス・
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タクシーなどの自動車運輸事業、部品・用品の販売、車体製作などをてがけ、自動車業界
の社会的信用の向上に努め、「日本における黎明期の自動車人」として活躍した。  
第 2 章「日本における自動車製造の胎動」（宇田川勝）では、自動車の国産化に果敢に
挑戦した「技術者企業家」と評される橋本増治郎と豊川順弥の企業家活動が扱われている。
橋本は 1911 年に快進社自働車場を開設し 14 年に DAT（ダット）自動車を製作した。豊
川は白楊社を設立して、1922 年に日本の輸出車第 1 号となるオートモ号を完成させた。
橋本と豊川の自動車国産化の努力は、日本フォード、日本 GMの量産量販体制の前では無
力であったが、快進社のダット号は日産自動車のダットサンに引き継がれ、小型車の代名
詞となった。また、白楊社からは多くの有能な自動車関係者が輩出され、日本の自動車工
業の発展に大きく寄与した。 
第 2部で取り上げられる企業家は、日野自動車の星子勇、日産自動車の鮎川義介、トヨ
タ自動車の豊田喜一郎で、第 3 章「大型車、エンジン、ディーゼル技術の胎動」（本山聡
毅）では星子勇の企業家活動が論じられている。星子は東京瓦斯電気工業に入社するが、
同社自動車部はのちに東京自動車工業（ヂーゼル自動車工業）となり、ここから 1942 年
に日野自動車が陸軍の特殊工場として独立する。星子はディーゼル自動車（大衆車）開発
の技術者として重要な役割を担い「日野自動車の技術の原点」となるが、それだけではな
く「日本の自動車産業の基礎を確立」した企業家として評価されている。 
第 4 章「日産自動車の創業と企業活動」（宇田川勝）では日産自動車の創業者鮎川義介
の企業家活動が扱われている。鮎川は日本の機械工業の弱点は基礎素材である鋼管と鋳物
技術の未発達にあると考えて戸畑鋳物を設立し、アメリカで可鍛鋳鉄製造技術を学び自動
車部品事業に進出した。そして、ダット自動車製造の株式の大半を買い占めて同社の経営
権を獲得し、1933年に戸畑鋳物に自動車部を設置し外国自動車メーカーとの提携を模索し
た。日本 GMや日本フォードと対抗して自動車国産化を達成するためには国産メーカーを
大同団結させて、早期に量産体制を確立する以外にないと考え、日産自動車と日本 GMの
合併による新会社設立の交渉を開始した。鮎川の日本産業は 1937 年には満洲に移駐して
満州重工業開発となり、フォードとの合弁による新会社の設立を画策した。 
第 5 章「トヨタ自動車の創業と企業活動」（四宮正親）では豊田喜一郎が取り上げられ
ている。鮎川が外資系企業との提携を通じて製品・生産技術を習得する道を選んだのに対
し、豊田は当時の日本の技術水準を前提に自主開発の道を歩んだ。豊田喜一郎は、自動車
工業は量産量販を基礎にした総合機械工業であると認識し、自動織機の製造が不振に陥る
なかで、そこからの脱却の道を自動車工業に求めた。豊田自動織機は 1934 年 1 月の臨時
株主総会で自動車事業への進出を正式に決定し、1935 年から G1 型トラックを製造し、
1936 年 6 月に刈谷に組み立て工場を建設した。同年 7 月には自動車製造事業法が施行さ
れ、豊田自動織機は日産自動車とともに許可会社となった。 
第 3部では、第二次大戦後の日本自動車産業の発展が考察されている。第 6章「トヨタ
の経営発展」（四宮正親）では、戦後の日本自動車産業をリードしたトヨタ自動車の神谷正
太郎、大野耐一、豊田英二を取り上げている。神谷は 1950 年にトヨタ自動車販売を設立
し、車種別の専売制、複数販売店制など、数々の革新的な販売方法を実行した。こうした
神谷の革新性の多くは戦前期に基礎が築かれていた。神谷は日本 GMで販売広告部長とし
て活躍し、戦時期には日本自動車配給の常務取締役として車両集配の責任者となったが、
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そこで日産系やヂーゼル系などのディーラーとも気脈を通じあっていた。大野耐一はアメ
リカ式とは異なる、ユニークなトヨタ生産方式を確立した。大野によれば、トヨタ生産方
式とは「企業のなかからあらゆる種類のムダを徹底的に排除することによって生産効率を
上げようというもので、豊田佐吉翁から豊田喜一郎氏を経て現在に至るトヨタの歴史の所
産」で、多品種少量生産に適した生産方法であった。豊田英二は喜一郎の従兄弟で、トヨ
タと日野、ダイハツとの提携に副社長、社長としてかかわり、大型トラックから軽乗用車
まですべての車種をそろえる体制を整え、パブリカやカローラの生産を決断した。英二に
よれば、カローラがモータリゼーションの波に乗ったのではなく、「カローラでモータリゼ
ーションを起こそうと」したのである。 
第 7 章「製品技術と国際化をリードした経営」（太田原準）は、本田技研工業の本田宗
一郎と藤沢武夫を取り上げている。ホンダの優位性は二輪車事業の先行経験、本田宗一郎
と藤沢武夫という稀有な経営者の存在によっている。不況期に二輪車部門の営業利益が四
輪車部門を上回り、同社全体の財務を底支えした。また本田と藤沢の企業理念は、多国籍
的に展開し分権化する組織の統合コストを節約した。 
第 8 章「モータリゼーションを支えた製品と戦略」（長谷川直哉）では、在来産業を基
盤とした企業家活動の代表例として鈴木道雄と石橋正二郎が取り上げられている。鈴木道
雄は綿織物業という在来産業を基盤に自動織機の製造をはじめ、戦後はオートバイ、軽自
動車メーカーへと転身をとげた。石橋正二郎は家業の仕立物屋を足袋専門メーカーへ発展
させ、その過程で蓄積したゴム加工技術をもとに自動車タイヤの国産化を実現した。在来
産業から生まれた技術力をベースに、その成長過程で関連分野の需要を派生させ、保有す
る既存分野の技術を生かして他業種への進出をはかったのである。 
以上、本書の概要を紹介してきたが、最後に本書の特徴としてつぎの 3点を指摘してお
きたい。第 1に、本書は「企業家活動」という視角から日本の自動車産業史を描こうとし
た、きわめてユニークな作品である。しかも、それは製造のみにとどまらず、販売と流通、
さらにはタイヤ製造業にまで及んでおり、星子勇、大野耐一、鈴木道雄など、これまであ
まり注目されてこなかった企業家を取り上げている。第 2に、本書は法政大学イノベーシ
ョン・マネジメント研究センターおよび同エクステンション・カレッジの事業の一環であ
るということである。大学の社会貢献としてなされた試みが、優れた学術的な成果を生み
出しているという点で注目に値するように思われる。第 3に、やや残念なのは本書のまと
めがなされていないことである。序章で日本の自動車産業の通史が略述されているが、本
書の各章の叙述を組み込んだものとはなっていない。企業家活動という視角から日本の自
動車産業を多面的にとらえているという点で本書は注目に値するが、そのことによって従
来の研究史に何をつけ加えることができたのか、明示的に示していただけると、本書の価
値はさらに高まったのではないかと思われる。 
 
 
 
 
老川慶喜（おいかわ・よしのぶ） 
立教大学経済学部教授 
Hosei University Repository
＜書評＞ 
Journal of Innovation Management No.10 - 116 - 
 
 
 
Hosei University Repository
